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B社会と薬学

E衛生薬学

D医療薬学

カリキュラム・ツリー 【薬学部 薬学科】

DP1
学問における学びを通じて、教養を高め、自らの人間形成の基
礎を培い、倫理観・責任感を身に着け、常に社会の状況と課
題・ニーズに関心を持ち、医療人としてのあるべき姿を模索し
つつ、医療の発展に貢献しようとする心構えを身につけている。

DP2
大学での学びを通じて、自己と他者とを尊重し、他者との対話を通して互いの理解を深め、薬に関わる
専門家として人々の生活に積極的に関わることで、他者と力を合わせて何かを作り上げていくことを意
味する”協創”を実践し、社会に存在する様々な問題の解決を目指す志を有している。また、グローバル
コミュニケーションにおいて求められる基礎的な英語力を有している。

DP3
健康や医療に関する幅広い知識と技能といった薬剤師としての基本的資質に直結する能力
とともに、医療栄養、高度地域医療、法医学、もしくは最先端医療に関する高い専門性を
獲得し、またそれらの学びを通じて思考力・判断力を高め、将来にわたり自らの専門性を
高めようとする心構えを有している。

コミュニケーション
のための基礎英語A

コミュニケーション
のための基礎英語B

協創力体験
演習Ⅰ

協創力体験
演習Ⅱ

協創力実践
演習

協創力科目群

C基礎薬学

薬学英語入門

実用薬学英語

リベラルアーツ・語学科目群

キャリア形成科目群

フレッシュマン
セミナー（薬学）A 薬学実習A

薬学実習B
薬学概論

コミュニケーション
体験演習

臨床実習前講義
A・B

薬学総合演習D

フレッシュマン
セミナー（薬学）B

病院実習

薬局実習

臨床前実習
A・B

統合演習

微生物学

病原微生物学

無機化学

基礎有機化学

有機化学A

有機化学B

有機化学C

生物学A

生物学B

細胞生理学

生化学A

生化学B

生化学C

病態学A

物理化学A

物理化学B

分析化学A

分析化学B免疫学

病態学B

病態学C

薬理学A

薬理学B

薬理学C

基礎薬理学

薬物治療学A

薬物治療学B

薬物治療学C 薬物治療演習

調剤処方学

調剤処方演習

医薬品情報学

医薬品・開発治験論

薬剤師関係
法制度概論

社会と薬学

コミュニティ
ファーマシー論

社会保険制度と薬学経済

臨床後演習

公衆衛生学A

公衆衛生学B

毒性学A

漢方薬

毒性学B

生薬学

医薬品化学

生物有機化学演習

製剤学

生物薬剤学

薬物動態学

物理薬剤学A

物理薬剤学B

A 薬剤師として求められる基本的資質・能力

G薬学研究

卒業研究

医
療
薬
学
論

法
医
薬
実
務

論

アドバンスト薬学分野

解剖学

生理学A

生理学B

薬学専門科目群

生物統計学演習

F臨床薬学

選択科目

選択科目

選択科目

必修科目 選択科目 集中 基本科目 専門科目全学共通基盤科目 関連科目 教職関連科目選択必修科目

選択科目

医療栄養学

栄養・薬学
アドバンストコース

薬物治療と密接にかか
わる栄養学と食品学の
素養を身に着けます。

基礎栄養学

医療における
栄養

医療における
食品学

食品機能学

ライフステージ
栄養学

医療栄養学演習

栄養・薬学
マネジメント論

地
域
医
療
論

総合演習・実習科目群

薬学総合演習A

薬学総合演習B

薬学総合演習C

食品調理
加工学実習デ
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統合科学演習A

統合科学演習B

薬学実習C

薬学実習D

薬学実習E

薬学実習F
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